
　産業構造審議会安全保障貿易管理小委員会による
中間報告（〈１〉を参照）を踏まえて、その後、政
府部内で調整がなされ、去る３月３日に、提言され
た内容を反映した外為法改正案が閣議決定された。
　今後、衆参両院の経済産業委員会において審議さ
れる。順調に審議が進めば、今通常国会の会期末
（現時点では６月18日）までに成立、公布され、そ
れから１年以内に施行されることになる。
　既に本ジャーナルの原稿締切を過ぎているため、
詳しく解説することができないが、ポイントだけ紹
介する。

１．新旧対照表

　別添資料の通り。

２．法改正案に盛り込まれた事項

（１）輸出入・技術取引規制における罰則の強化
①無許可輸出・移転に係る罰金の引上げ
・大量破壊兵器関連：1000万円以下→3000万円以下
・通常兵器関連：700万円以下→2000万円以以下
・その他：500万円以下→1000万円以下
②法人重科の導入
・�大量破壊兵器関連：10億円以下（又は輸出価格の
５倍）
・�通常兵器関連：７億円以下（又は輸出価格の５
倍）
・�その他：５億円以下（又は輸出価格の５倍）
③�許可条件違反：10万円以下の過料→３年以下の懲
役又は100万円以下の罰金

（２）輸出入規制における行政制裁等の強化
①�輸出入の禁止等の行政制裁を命じられた法人の役

員等に対し、制裁の対象となった業務と同じ業務
を営む別会社の当該業務を担当する役員等に就任
することや、同じ業務を個人業として新たに開始
することを禁止することができる制度を創設。
②�我が国独自の輸出入禁止措置に違反する行為への
抑止力を高めるべく、当該輸出入禁止措置の違反
者に対する行政制裁の期間の上限を引上げ（１年
→３年）。
③�無許可輸出等の違反行為の調査のための立入検査
の対象に、輸出業者等の関係者を追加（仲介業者
等）。

（３）対内直接投資規制の強化
①�審査付事前届出制の規制対象に、外国投資家が他
の外国投資家から非上場　　株式を取得する行為
を追加（対象業種と審査の観点は、国の安全を損
なうおそれが大きいものに限定）。
②�無届けで対内直接投資等を行った外国投資家等に
対し、国の安全を損なうおそれがある場合には、
必要な措置命令（例：株式の売却命令）を行うこ
とができる制度を創設。

（２）施行日
　「公布の日から、１年以内で政令で定める日」と
されている。

３．それ以外の事項

（１）輸出者等遵守基準の改正と規制カテゴリーの
国際標準準拠については、もともと法改正マターで
はないため、今後、政省令等マターとして検討され
ていくことになる。
（２）国内での技術提供規制（みなし輸出規制）の
改正に関しては、盛り込まれていない。
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○ 外 国 為 替 及 び 外 国 貿 易 法 （ 昭 和 二 十 四 年 法 律 第 二 百 二 十 八 号 ） ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1

○ 財 務 省 設 置 法 （ 平 成 十 一 年 法 律 第 九 十 五 号 ） 【 附 則 第 五 条 関 係 】 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 14

-
1

-

○ 外 国 為 替 及 び 外 国 貿 易 法 （ 昭 和 二 十 四 年 法 律 第 二 百 二 十 八 号 ） （ 傍 線 部 分 は 改 正 部 分 ）

改 正 案 現 行

（ 定 義 ） （ 対 内 直 接 投 資 等 の 定 義 ）

第 二 十 六 条 外 国 投 資 家 と は 、 次 に 掲 げ る も の で 、 次 項 各 号 に 掲 第 二 十 六 条 外 国 投 資 家 と は 、 次 に 掲 げ る も の で 、 次 項 各 号 に 掲

げ る 対 内 直 接 投 資 等 又 は 第 三 項 に 規 定 す る 特 定 取 得 を 行 う も の げ る 対 内 直 接 投 資 等 を 行 う も の を い う 。

を い う 。

一 ～ 四 （ 略 ） 一 ～ 四 （ 略 ）

２ 対 内 直 接 投 資 等 と は 、 次 の い ず れ か に 該 当 す る 行 為 を い う 。 ２ 対 内 直 接 投 資 等 と は 、 次 の い ず れ か に 該 当 す る 行 為 を い う 。

一 会 社 の 株 式 又 は 持 分 の 取 得 （ 前 項 各 号 に 掲 げ る も の か ら の 一 会 社 の 株 式 又 は 持 分 の 取 得 （ 前 項 各 号 に 掲 げ る も の か ら の

譲 受 け に よ る も の 及 び 金 融 商 品 取 引 法 第 二 条 第 十 六 項 に 規 定 譲 受 け に よ る も の 及 び 金 融 商 品 取 引 法 第 二 条 第 十 六 項 に 規 定

す る 金 融 商 品 取 引 所 に 上 場 さ れ て い る 株 式 又 は こ れ に 準 ず る す る 金 融 商 品 取 引 所 に 上 場 さ れ て い る 株 式 又 は こ れ に 準 ず る

も の と し て 政 令 で 定 め る 株 式 を 発 行 し て い る 会 社 （ 次 号 及 び も の と し て 政 令 で 定 め る 株 式 を 発 行 し て い る 会 社 （ 次 号 及 び

第 三 号 並 び に 次 項 に お い て 「 上 場 会 社 等 」 と い う 。 ） の 株 式 第 三 号 に お い て 「 上 場 会 社 等 」 と い う 。 ） の 株 式 の 取 得 を 除

の 取 得 を 除 く 。 ） く 。 ）

二 ～ 七 （ 略 ） 二 ～ 七 （ 略 ）

３ 特 定 取 得 と は 、 上 場 会 社 等 以 外 の 会 社 の 株 式 又 は 持 分 の 第 一 （ 新 設 ）

項 各 号 に 掲 げ る も の か ら の 譲 受 け に よ る 取 得 を い う 。

（ 対 内 直 接 投 資 等 の 届 出 及 び 変 更 勧 告 等 ） （ 対 内 直 接 投 資 等 の 届 出 及 び 変 更 勧 告 等 ）

第 二 十 七 条 （ 略 ） 第 二 十 七 条 （ 略 ）

２ ～ （ 略 ） ２ ～ （ 略 ）12 12

外 国 投 資 家 以 外 の 者 （ 法 人 そ の 他 の 団 体 を 含 む 。 ） が 外 国 投 外 国 投 資 家 以 外 の 者 （ 法 人 そ の 他 の 団 体 を 含 む 。 ） が 外 国 投13 13

資 家 の た め に 当 該 外 国 投 資 家 の 名 義 に よ ら な い で 行 う 対 内 直 接 資 家 の た め に 当 該 外 国 投 資 家 の 名 義 に よ ら な い で 行 う 対 内 直 接

投 資 等 に 相 当 す る も の に つ い て は 、 当 該 外 国 投 資 家 以 外 の 者 を 投 資 等 に 相 当 す る も の に つ い て は 、 当 該 外 国 投 資 家 以 外 の 者 を

-
2

-

外 国 投 資 家 と み な し て 、 前 各 項 及 び 第 二 十 九 条 の 規 定 を 適 用 す 外 国 投 資 家 と み な し て 、 前 各 項 の 規 定 を 適 用 す る 。

る 。
（ 特 定 取 得 の 届 出 及 び 変 更 勧 告 等 ）

第 二 十 八 条 外 国 投 資 家 は 、 特 定 取 得 （ 相 続 、 遺 贈 、 法 人 の 合 併 第 二 十 八 条 及 び 第 二 十 九 条 削 除

そ の 他 の 事 情 を 勘 案 し て 政 令 で 定 め る も の を 除 く 。 以 下 こ の 条

に お い て 同 じ 。 ） の う ち 第 三 項 の 規 定 に よ る 審 査 が 必 要 と な る

特 定 取 得 に 該 当 す る お そ れ が あ る も の と し て 政 令 で 定 め る も の

を 行 お う と す る と き は 、 政 令 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 あ ら か じ

め 、 当 該 特 定 取 得 に つ い て 、 事 業 目 的 、 金 額 、 実 行 の 時 期 そ の

他 の 政 令 で 定 め る 事 項 を 財 務 大 臣 及 び 事 業 所 管 大 臣 に 届 け 出 な

け れ ば な ら な い 。

２ 特 定 取 得 に つ い て 前 項 の 規 定 に よ る 届 出 を し た 外 国 投 資 家 は

、 財 務 大 臣 及 び 事 業 所 管 大 臣 が 当 該 届 出 を 受 理 し た 日 か ら 起 算

し て 三 十 日 を 経 過 す る 日 ま で は 、 当 該 届 出 に 係 る 特 定 取 得 を 行

つ て は な ら な い 。 た だ し 、 財 務 大 臣 及 び 事 業 所 管 大 臣 は 、 そ の

期 間 の 満 了 前 に 当 該 届 出 に 係 る 特 定 取 得 が そ の 事 業 目 的 そ の 他

か ら み て 次 項 の 規 定 に よ る 審 査 が 必 要 と な る 特 定 取 得 に 該 当 し

な い と 認 め る と き は 、 当 該 期 間 を 短 縮 す る こ と が で き る 。

３ 財 務 大 臣 及 び 事 業 所 管 大 臣 は 、 第 一 項 の 規 定 に よ る 届 出 が あ

つ た 場 合 に お い て 、 当 該 届 出 に 係 る 特 定 取 得 が 国 の 安 全 を 損 な

う 事 態 を 生 ず る お そ れ が 大 き い 特 定 取 得 （ 我 が 国 が 加 盟 す る 特

定 取 得 に 関 す る 多 数 国 間 の 条 約 そ の 他 の 国 際 約 束 で 政 令 で 定 め

る も の （ 以 下 こ の 項 に お い て 「 条 約 等 」 と い う 。 ） の 加 盟 国 の

外 国 投 資 家 が 行 う 特 定 取 得 で 特 定 取 得 に 関 す る 制 限 の 除 去 に つ

い て 当 該 条 約 等 に 基 づ く 義 務 が な い も の 及 び 当 該 条 約 等 の 加 盟
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外 国 為 替 及 び 外 国 貿 易 法 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 案 新 旧 対 照 条 文

（ 新 旧 対 照 条 文 一 覧 ）
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○ 外 国 為 替 及 び 外 国 貿 易 法 （ 昭 和 二 十 四 年 法 律 第 二 百 二 十 八 号 ） （ 傍 線 部 分 は 改 正 部 分 ）

改 正 案 現 行

（ 定 義 ） （ 対 内 直 接 投 資 等 の 定 義 ）

第 二 十 六 条 外 国 投 資 家 と は 、 次 に 掲 げ る も の で 、 次 項 各 号 に 掲 第 二 十 六 条 外 国 投 資 家 と は 、 次 に 掲 げ る も の で 、 次 項 各 号 に 掲

げ る 対 内 直 接 投 資 等 又 は 第 三 項 に 規 定 す る 特 定 取 得 を 行 う も の げ る 対 内 直 接 投 資 等 を 行 う も の を い う 。

を い う 。

一 ～ 四 （ 略 ） 一 ～ 四 （ 略 ）

２ 対 内 直 接 投 資 等 と は 、 次 の い ず れ か に 該 当 す る 行 為 を い う 。 ２ 対 内 直 接 投 資 等 と は 、 次 の い ず れ か に 該 当 す る 行 為 を い う 。

一 会 社 の 株 式 又 は 持 分 の 取 得 （ 前 項 各 号 に 掲 げ る も の か ら の 一 会 社 の 株 式 又 は 持 分 の 取 得 （ 前 項 各 号 に 掲 げ る も の か ら の

譲 受 け に よ る も の 及 び 金 融 商 品 取 引 法 第 二 条 第 十 六 項 に 規 定 譲 受 け に よ る も の 及 び 金 融 商 品 取 引 法 第 二 条 第 十 六 項 に 規 定

す る 金 融 商 品 取 引 所 に 上 場 さ れ て い る 株 式 又 は こ れ に 準 ず る す る 金 融 商 品 取 引 所 に 上 場 さ れ て い る 株 式 又 は こ れ に 準 ず る

も の と し て 政 令 で 定 め る 株 式 を 発 行 し て い る 会 社 （ 次 号 及 び も の と し て 政 令 で 定 め る 株 式 を 発 行 し て い る 会 社 （ 次 号 及 び

第 三 号 並 び に 次 項 に お い て 「 上 場 会 社 等 」 と い う 。 ） の 株 式 第 三 号 に お い て 「 上 場 会 社 等 」 と い う 。 ） の 株 式 の 取 得 を 除

の 取 得 を 除 く 。 ） く 。 ）

二 ～ 七 （ 略 ） 二 ～ 七 （ 略 ）

３ 特 定 取 得 と は 、 上 場 会 社 等 以 外 の 会 社 の 株 式 又 は 持 分 の 第 一 （ 新 設 ）

項 各 号 に 掲 げ る も の か ら の 譲 受 け に よ る 取 得 を い う 。

（ 対 内 直 接 投 資 等 の 届 出 及 び 変 更 勧 告 等 ） （ 対 内 直 接 投 資 等 の 届 出 及 び 変 更 勧 告 等 ）

第 二 十 七 条 （ 略 ） 第 二 十 七 条 （ 略 ）

２ ～ （ 略 ） ２ ～ （ 略 ）12 12

外 国 投 資 家 以 外 の 者 （ 法 人 そ の 他 の 団 体 を 含 む 。 ） が 外 国 投 外 国 投 資 家 以 外 の 者 （ 法 人 そ の 他 の 団 体 を 含 む 。 ） が 外 国 投13 13

資 家 の た め に 当 該 外 国 投 資 家 の 名 義 に よ ら な い で 行 う 対 内 直 接 資 家 の た め に 当 該 外 国 投 資 家 の 名 義 に よ ら な い で 行 う 対 内 直 接

投 資 等 に 相 当 す る も の に つ い て は 、 当 該 外 国 投 資 家 以 外 の 者 を 投 資 等 に 相 当 す る も の に つ い て は 、 当 該 外 国 投 資 家 以 外 の 者 を

-
2

-

外 国 投 資 家 と み な し て 、 前 各 項 及 び 第 二 十 九 条 の 規 定 を 適 用 す 外 国 投 資 家 と み な し て 、 前 各 項 の 規 定 を 適 用 す る 。

る 。
（ 特 定 取 得 の 届 出 及 び 変 更 勧 告 等 ）

第 二 十 八 条 外 国 投 資 家 は 、 特 定 取 得 （ 相 続 、 遺 贈 、 法 人 の 合 併 第 二 十 八 条 及 び 第 二 十 九 条 削 除

そ の 他 の 事 情 を 勘 案 し て 政 令 で 定 め る も の を 除 く 。 以 下 こ の 条

に お い て 同 じ 。 ） の う ち 第 三 項 の 規 定 に よ る 審 査 が 必 要 と な る

特 定 取 得 に 該 当 す る お そ れ が あ る も の と し て 政 令 で 定 め る も の

を 行 お う と す る と き は 、 政 令 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 あ ら か じ

め 、 当 該 特 定 取 得 に つ い て 、 事 業 目 的 、 金 額 、 実 行 の 時 期 そ の

他 の 政 令 で 定 め る 事 項 を 財 務 大 臣 及 び 事 業 所 管 大 臣 に 届 け 出 な

け れ ば な ら な い 。

２ 特 定 取 得 に つ い て 前 項 の 規 定 に よ る 届 出 を し た 外 国 投 資 家 は

、 財 務 大 臣 及 び 事 業 所 管 大 臣 が 当 該 届 出 を 受 理 し た 日 か ら 起 算

し て 三 十 日 を 経 過 す る 日 ま で は 、 当 該 届 出 に 係 る 特 定 取 得 を 行

つ て は な ら な い 。 た だ し 、 財 務 大 臣 及 び 事 業 所 管 大 臣 は 、 そ の

期 間 の 満 了 前 に 当 該 届 出 に 係 る 特 定 取 得 が そ の 事 業 目 的 そ の 他

か ら み て 次 項 の 規 定 に よ る 審 査 が 必 要 と な る 特 定 取 得 に 該 当 し

な い と 認 め る と き は 、 当 該 期 間 を 短 縮 す る こ と が で き る 。

３ 財 務 大 臣 及 び 事 業 所 管 大 臣 は 、 第 一 項 の 規 定 に よ る 届 出 が あ

つ た 場 合 に お い て 、 当 該 届 出 に 係 る 特 定 取 得 が 国 の 安 全 を 損 な

う 事 態 を 生 ず る お そ れ が 大 き い 特 定 取 得 （ 我 が 国 が 加 盟 す る 特

定 取 得 に 関 す る 多 数 国 間 の 条 約 そ の 他 の 国 際 約 束 で 政 令 で 定 め

る も の （ 以 下 こ の 項 に お い て 「 条 約 等 」 と い う 。 ） の 加 盟 国 の

外 国 投 資 家 が 行 う 特 定 取 得 で 特 定 取 得 に 関 す る 制 限 の 除 去 に つ

い て 当 該 条 約 等 に 基 づ く 義 務 が な い も の 及 び 当 該 条 約 等 の 加 盟
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国 以 外 の 国 の 外 国 投 資 家 が 行 う 特 定 取 得 で そ の 国 が 当 該 条 約 等

の 加 盟 国 で あ る も の と し た 場 合 に 当 該 義 務 が な い こ と と な る も

の に 限 る 。 次 項 及 び 第 五 項 並 び に 次 条 第 一 項 及 び 第 二 項 に お い

て 「 国 の 安 全 に 係 る 特 定 取 得 」 と い う 。 ） に 該 当 し な い か ど う

か を 審 査 す る 必 要 が あ る と 認 め る と き は 、 当 該 届 出 に 係 る 特 定

取 得 を 行 つ て は な ら な い 期 間 を 、 当 該 届 出 を 受 理 し た 日 か ら 起

算 し て 四 月 間 に 限 り 、 延 長 す る こ と が で き る 。

４ 財 務 大 臣 及 び 事 業 所 管 大 臣 は 、 前 項 の 規 定 に よ り 特 定 取 得 を

行 つ て は な ら な い 期 間 を 延 長 し た 場 合 に お い て 、 同 項 の 規 定 に

よ る 審 査 を し た 結 果 、 当 該 延 長 さ れ た 期 間 の 満 了 前 に 第 一 項 の

規 定 に よ る 届 出 に 係 る 特 定 取 得 が 国 の 安 全 に 係 る 特 定 取 得 に 該

当 し な い と 認 め る と き は 、 当 該 延 長 さ れ た 期 間 を 短 縮 す る こ と

が で き る 。

５ 財 務 大 臣 及 び 事 業 所 管 大 臣 は 、 第 三 項 の 規 定 に よ り 特 定 取 得

を 行 つ て は な ら な い 期 間 を 延 長 し た 場 合 に お い て 、 同 項 の 規 定

に よ る 審 査 を し た 結 果 、 第 一 項 の 規 定 に よ る 届 出 に 係 る 特 定 取

得 が 国 の 安 全 に 係 る 特 定 取 得 に 該 当 す る と 認 め る と き は 、 関 税

・ 外 国 為 替 等 審 議 会 の 意 見 を 聴 い て 、 当 該 特 定 取 得 の 届 出 を し

た も の に 対 し 、 政 令 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 当 該 特 定 取 得 に 係

る 内 容 の 変 更 又 は 中 止 を 勧 告 す る こ と が で き る 。 た だ し 、 当 該

変 更 又 は 中 止 を 勧 告 す る こ と が で き る 期 間 は 、 当 該 届 出 を 受 理

し た 日 か ら 起 算 し て 第 三 項 又 は 次 項 の 規 定 に よ り 延 長 さ れ た 期

間 の 満 了 す る 日 ま で と す る 。

６ 前 項 の 規 定 に よ り 関 税 ・ 外 国 為 替 等 審 議 会 の 意 見 を 聴 く 場 合

に お い て 、 関 税 ・ 外 国 為 替 等 審 議 会 が 当 該 事 案 の 性 質 に 鑑 み 、

第 三 項 に 規 定 す る 四 月 の 期 間 内 に 意 見 を 述 べ る こ と が 困 難 で あ
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る 旨 を 申 し 出 た 場 合 に は 、 同 項 に 規 定 す る 特 定 取 得 を 行 つ て は

な ら な い 期 間 は 、 同 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 五 月 と す る 。

７ 前 条 第 七 項 か ら 第 十 二 項 ま で の 規 定 は 、 第 五 項 の 規 定 に よ る

勧 告 が あ つ た 場 合 に つ い て 準 用 す る 。 こ の 場 合 に お い て 、 必 要

な 技 術 的 読 替 え は 、 政 令 で 定 め る 。

８ 外 国 投 資 家 以 外 の 者 （ 法 人 そ の 他 の 団 体 を 含 む 。 ） が 外 国 投

資 家 の た め に 当 該 外 国 投 資 家 の 名 義 に よ ら な い で 行 う 特 定 取 得

に 相 当 す る も の に つ い て は 、 当 該 外 国 投 資 家 以 外 の 者 を 外 国 投

資 家 と み な し て 、 前 各 項 及 び 次 条 の 規 定 を 適 用 す る 。

（ 措 置 命 令 ）

第 二 十 九 条 財 務 大 臣 及 び 事 業 所 管 大 臣 は 、 次 に 掲 げ る 場 合 に お

い て 、 当 該 対 内 直 接 投 資 等 又 は 特 定 取 得 が 第 二 十 七 条 第 三 項 第

一 号 に 掲 げ る 対 内 直 接 投 資 等 （ 国 の 安 全 を 損 な う 事 態 を 生 ず る

お そ れ が あ る も の に 限 る 。 以 下 こ の 条 に お い て 「 国 の 安 全 に 係

る 対 内 直 接 投 資 等 」 と い う 。 ） 又 は 国 の 安 全 に 係 る 特 定 取 得 に

該 当 す る と 認 め る と き は 、 関 税 ・ 外 国 為 替 等 審 議 会 の 意 見 を 聴

い て 、 当 該 対 内 直 接 投 資 等 又 は 特 定 取 得 を 行 つ た 外 国 投 資 家 に

対 し 、 政 令 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 当 該 対 内 直 接 投 資 等 又 は 特

定 取 得 に よ り 取 得 し た 株 式 又 は 持 分 の 全 部 又 は 一 部 の 処 分 そ の

他 必 要 な 措 置 を 命 ず る こ と が で き る 。

一 第 二 十 七 条 第 一 項 又 は 前 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 届 出 を し な

け れ ば な ら な い 外 国 投 資 家 が 、 当 該 届 出 を せ ず に 対 内 直 接 投

資 等 又 は 特 定 取 得 を 行 つ た 場 合

二 第 二 十 七 条 第 一 項 又 は 前 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 届 出 を し た

外 国 投 資 家 が 、 禁 止 期 間 の 満 了 前 に 、 当 該 届 出 に 係 る 対 内 直
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接 投 資 等 又 は 特 定 取 得 を 行 つ た 場 合

２ 財 務 大 臣 及 び 事 業 所 管 大 臣 は 、 第 二 十 七 条 第 一 項 又 は 前 条 第

一 項 の 規 定 に よ る 届 出 を し た 外 国 投 資 家 が 、 当 該 届 出 に 関 し 虚

偽 の 届 出 を し た 場 合 に お い て 、 当 該 届 出 に 係 る 対 内 直 接 投 資 等

又 は 特 定 取 得 が 国 の 安 全 に 係 る 対 内 直 接 投 資 等 又 は 国 の 安 全 に

係 る 特 定 取 得 に 該 当 す る と 認 め る と き は 、 関 税 ・ 外 国 為 替 等 審

議 会 の 意 見 を 聴 い て 、 当 該 対 内 直 接 投 資 等 又 は 特 定 取 得 を 行 つ

た 外 国 投 資 家 に 対 し 、 政 令 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 必 要 な 措 置

を 命 ず る こ と が で き る 。

３ 財 務 大 臣 及 び 事 業 所 管 大 臣 は 、 第 二 十 七 条 第 一 項 又 は 前 条 第

一 項 の 規 定 に よ る 届 出 を し た 外 国 投 資 家 が 、 第 二 十 七 条 第 七 項

（ 前 条 第 七 項 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） の 規 定 に よ り 応

諾 す る 旨 の 通 知 を し た 対 内 直 接 投 資 等 若 し く は 特 定 取 得 に 係 る

内 容 の 変 更 の 勧 告 に 従 わ ず 、 又 は 第 二 十 七 条 第 十 項 （ 前 条 第 七

項 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） の 規 定 に よ る 対 内 直 接 投 資

等 若 し く は 特 定 取 得 に 係 る 内 容 の 変 更 の 命 令 に 違 反 し た 場 合 （

対 内 直 接 投 資 等 に あ つ て は 、 当 該 対 内 直 接 投 資 等 が 国 の 安 全 に

係 る 対 内 直 接 投 資 等 に 該 当 す る と 認 め る 場 合 に 限 る 。 ） に は 、

当 該 対 内 直 接 投 資 等 又 は 特 定 取 得 を 行 つ た 外 国 投 資 家 に 対 し 、

政 令 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 当 該 対 内 直 接 投 資 等 又 は 特 定 取 得

に よ り 取 得 し た 株 式 又 は 持 分 （ 第 二 十 七 条 第 五 項 若 し く は 前 条

第 五 項 の 規 定 に よ り 当 該 対 内 直 接 投 資 等 若 し く は 特 定 取 得 に 係

る 株 式 の 数 若 し く は 金 額 若 し く は 持 分 の 口 数 若 し く は 金 額 の 変

更 を 勧 告 し た 場 合 に お け る 当 該 変 更 に 係 る 部 分 又 は 第 二 十 七 条

第 十 項 （ 前 条 第 七 項 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） の 規 定 に

よ り 当 該 対 内 直 接 投 資 等 若 し く は 特 定 取 得 に 係 る 株 式 の 数 若 し
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く は 金 額 若 し く は 持 分 の 口 数 若 し く は 金 額 の 変 更 を 命 じ た 場 合

に お け る 当 該 変 更 に 係 る 部 分 に 限 る 。 ） の 全 部 又 は 一 部 の 処 分

そ の 他 必 要 な 措 置 を 命 ず る こ と が で き る 。

４ 財 務 大 臣 及 び 事 業 所 管 大 臣 は 、 第 二 十 七 条 第 一 項 又 は 前 条 第

一 項 の 規 定 に よ る 届 出 を し た 外 国 投 資 家 が 、 第 二 十 七 条 第 七 項

（ 前 条 第 七 項 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） の 規 定 に よ り 応

諾 す る 旨 の 通 知 を し た 対 内 直 接 投 資 等 若 し く は 特 定 取 得 の 中 止

の 勧 告 に 従 わ ず 、 又 は 第 二 十 七 条 第 十 項 （ 前 条 第 七 項 に お い て

準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） の 規 定 に よ る 対 内 直 接 投 資 等 若 し く は

特 定 取 得 の 中 止 の 命 令 に 違 反 し た 場 合 （ 対 内 直 接 投 資 等 に あ つ

て は 、 当 該 対 内 直 接 投 資 等 が 国 の 安 全 に 係 る 対 内 直 接 投 資 等 に

該 当 す る と 認 め る 場 合 に 限 る 。 ） に は 、 当 該 対 内 直 接 投 資 等 又

は 特 定 取 得 を 行 つ た 外 国 投 資 家 に 対 し 、 政 令 で 定 め る と こ ろ に

よ り 、 当 該 対 内 直 接 投 資 等 又 は 特 定 取 得 に よ り 取 得 し た 株 式 又

は 持 分 の 全 部 又 は 一 部 の 処 分 そ の 他 必 要 な 措 置 を 命 ず る こ と が

で き る 。

５ 第 一 項 第 二 号 の 「 禁 止 期 間 」 と は 、 第 二 十 七 条 第 二 項 本 文 に

規 定 す る 期 間 （ 同 条 第 三 項 若 し く は 第 六 項 の 規 定 に よ り 延 長 さ

れ 、 又 は 同 条 第 二 項 た だ し 書 若 し く は 第 四 項 の 規 定 に よ り 短 縮

さ れ た 場 合 に は 、 当 該 延 長 さ れ 、 又 は 短 縮 さ れ た 期 間 ） 又 は 前

条 第 二 項 本 文 に 規 定 す る 期 間 （ 同 条 第 三 項 若 し く は 第 六 項 の 規

定 に よ り 延 長 さ れ 、 又 は 同 条 第 二 項 た だ し 書 若 し く は 第 四 項 の

規 定 に よ り 短 縮 さ れ た 場 合 に は 、 当 該 延 長 さ れ 、 又 は 短 縮 さ れ

た 期 間 ） を い う 。

（ 制 裁 ） （ 制 裁 ）
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接 投 資 等 又 は 特 定 取 得 を 行 つ た 場 合

２ 財 務 大 臣 及 び 事 業 所 管 大 臣 は 、 第 二 十 七 条 第 一 項 又 は 前 条 第

一 項 の 規 定 に よ る 届 出 を し た 外 国 投 資 家 が 、 当 該 届 出 に 関 し 虚

偽 の 届 出 を し た 場 合 に お い て 、 当 該 届 出 に 係 る 対 内 直 接 投 資 等

又 は 特 定 取 得 が 国 の 安 全 に 係 る 対 内 直 接 投 資 等 又 は 国 の 安 全 に

係 る 特 定 取 得 に 該 当 す る と 認 め る と き は 、 関 税 ・ 外 国 為 替 等 審

議 会 の 意 見 を 聴 い て 、 当 該 対 内 直 接 投 資 等 又 は 特 定 取 得 を 行 つ

た 外 国 投 資 家 に 対 し 、 政 令 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 必 要 な 措 置

を 命 ず る こ と が で き る 。

３ 財 務 大 臣 及 び 事 業 所 管 大 臣 は 、 第 二 十 七 条 第 一 項 又 は 前 条 第

一 項 の 規 定 に よ る 届 出 を し た 外 国 投 資 家 が 、 第 二 十 七 条 第 七 項

（ 前 条 第 七 項 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） の 規 定 に よ り 応

諾 す る 旨 の 通 知 を し た 対 内 直 接 投 資 等 若 し く は 特 定 取 得 に 係 る

内 容 の 変 更 の 勧 告 に 従 わ ず 、 又 は 第 二 十 七 条 第 十 項 （ 前 条 第 七

項 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） の 規 定 に よ る 対 内 直 接 投 資

等 若 し く は 特 定 取 得 に 係 る 内 容 の 変 更 の 命 令 に 違 反 し た 場 合 （

対 内 直 接 投 資 等 に あ つ て は 、 当 該 対 内 直 接 投 資 等 が 国 の 安 全 に

係 る 対 内 直 接 投 資 等 に 該 当 す る と 認 め る 場 合 に 限 る 。 ） に は 、

当 該 対 内 直 接 投 資 等 又 は 特 定 取 得 を 行 つ た 外 国 投 資 家 に 対 し 、

政 令 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 当 該 対 内 直 接 投 資 等 又 は 特 定 取 得

に よ り 取 得 し た 株 式 又 は 持 分 （ 第 二 十 七 条 第 五 項 若 し く は 前 条

第 五 項 の 規 定 に よ り 当 該 対 内 直 接 投 資 等 若 し く は 特 定 取 得 に 係

る 株 式 の 数 若 し く は 金 額 若 し く は 持 分 の 口 数 若 し く は 金 額 の 変

更 を 勧 告 し た 場 合 に お け る 当 該 変 更 に 係 る 部 分 又 は 第 二 十 七 条

第 十 項 （ 前 条 第 七 項 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） の 規 定 に

よ り 当 該 対 内 直 接 投 資 等 若 し く は 特 定 取 得 に 係 る 株 式 の 数 若 し
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く は 金 額 若 し く は 持 分 の 口 数 若 し く は 金 額 の 変 更 を 命 じ た 場 合

に お け る 当 該 変 更 に 係 る 部 分 に 限 る 。 ） の 全 部 又 は 一 部 の 処 分

そ の 他 必 要 な 措 置 を 命 ず る こ と が で き る 。

４ 財 務 大 臣 及 び 事 業 所 管 大 臣 は 、 第 二 十 七 条 第 一 項 又 は 前 条 第

一 項 の 規 定 に よ る 届 出 を し た 外 国 投 資 家 が 、 第 二 十 七 条 第 七 項

（ 前 条 第 七 項 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） の 規 定 に よ り 応

諾 す る 旨 の 通 知 を し た 対 内 直 接 投 資 等 若 し く は 特 定 取 得 の 中 止

の 勧 告 に 従 わ ず 、 又 は 第 二 十 七 条 第 十 項 （ 前 条 第 七 項 に お い て

準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） の 規 定 に よ る 対 内 直 接 投 資 等 若 し く は

特 定 取 得 の 中 止 の 命 令 に 違 反 し た 場 合 （ 対 内 直 接 投 資 等 に あ つ

て は 、 当 該 対 内 直 接 投 資 等 が 国 の 安 全 に 係 る 対 内 直 接 投 資 等 に

該 当 す る と 認 め る 場 合 に 限 る 。 ） に は 、 当 該 対 内 直 接 投 資 等 又

は 特 定 取 得 を 行 つ た 外 国 投 資 家 に 対 し 、 政 令 で 定 め る と こ ろ に

よ り 、 当 該 対 内 直 接 投 資 等 又 は 特 定 取 得 に よ り 取 得 し た 株 式 又

は 持 分 の 全 部 又 は 一 部 の 処 分 そ の 他 必 要 な 措 置 を 命 ず る こ と が

で き る 。

５ 第 一 項 第 二 号 の 「 禁 止 期 間 」 と は 、 第 二 十 七 条 第 二 項 本 文 に

規 定 す る 期 間 （ 同 条 第 三 項 若 し く は 第 六 項 の 規 定 に よ り 延 長 さ

れ 、 又 は 同 条 第 二 項 た だ し 書 若 し く は 第 四 項 の 規 定 に よ り 短 縮

さ れ た 場 合 に は 、 当 該 延 長 さ れ 、 又 は 短 縮 さ れ た 期 間 ） 又 は 前

条 第 二 項 本 文 に 規 定 す る 期 間 （ 同 条 第 三 項 若 し く は 第 六 項 の 規

定 に よ り 延 長 さ れ 、 又 は 同 条 第 二 項 た だ し 書 若 し く は 第 四 項 の

規 定 に よ り 短 縮 さ れ た 場 合 に は 、 当 該 延 長 さ れ 、 又 は 短 縮 さ れ

た 期 間 ） を い う 。

（ 制 裁 ） （ 制 裁 ）
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第 五 十 三 条 （ 略 ） 第 五 十 三 条 （ 略 ）

２ 経 済 産 業 大 臣 は 、 貨 物 の 輸 出 又 は 輸 入 に 関 し 、 こ の 法 律 、 こ ２ 経 済 産 業 大 臣 は 、 貨 物 の 輸 出 又 は 輸 入 に 関 し 、 こ の 法 律 、 こ

の 法 律 に 基 づ く 命 令 又 は こ れ ら に 基 づ く 処 分 に 違 反 し た 者 （ 前 の 法 律 に 基 づ く 命 令 又 は こ れ ら に 基 づ く 処 分 に 違 反 し た 者 （ 前

項 に 規 定 す る 者 を 除 く 。 ） に 対 し 、 一 年 （ 第 十 条 第 一 項 に 規 定 項 に 規 定 す る 者 を 除 く 。 ） に 対 し 、 一 年 以 内 の 期 間 を 限 り 、 輸

す る 対 応 措 置 （ 第 四 十 八 条 第 三 項 又 は 前 条 に 係 る も の に 限 る 。 出 又 は 輸 入 を 行 う こ と を 禁 止 す る こ と が で き る 。

） に 違 反 し た 者 に あ つ て は 、 三 年 ） 以 内 の 期 間 を 限 り 、 輸 出 又

は 輸 入 を 行 う こ と を 禁 止 す る こ と が で き る 。

３ 第 一 項 又 は 前 項 の 規 定 に よ る 禁 止 を す る 場 合 に お い て 、 経 済 （ 新 設 ）

産 業 大 臣 は 、 違 反 者 （ 第 一 項 に 規 定 す る 第 四 十 八 条 第 一 項 の 規

定 に よ る 許 可 を 受 け な い で 同 項 に 規 定 す る 貨 物 の 輸 出 を し た 者

又 は 前 項 に 規 定 す る 貨 物 の 輸 出 若 し く は 輸 入 に 関 し 、 こ の 法 律

、 こ の 法 律 に 基 づ く 命 令 若 し く は こ れ ら に 基 づ く 処 分 に 違 反 し

た 者 を い う 。 次 項 に お い て 同 じ 。 ） が 個 人 で あ る 場 合 に あ つ て

は 、 そ の 者 に 対 し て 、 当 該 禁 止 に 係 る 期 間 と 同 一 の 期 間 を 定 め

て 、 当 該 禁 止 に 係 る 範 囲 の 業 務 を 営 む 法 人 （ 人 格 の な い 社 団 又

は 財 団 で 代 表 者 又 は 管 理 人 の 定 め の あ る も の を 含 む 。 以 下 こ の

項 及 び 次 項 に お い て 同 じ 。 ） の 当 該 業 務 を 担 当 す る 役 員 （ 業 務

を 執 行 す る 社 員 、 取 締 役 、 執 行 役 、 代 表 者 、 管 理 人 又 は こ れ ら

に 準 ず る 者 を い い 、 相 談 役 、 顧 問 そ の 他 い か な る 名 称 を 有 す る

者 で あ る か を 問 わ ず 、 法 人 に 対 し 業 務 を 執 行 す る 社 員 、 取 締 役

、 執 行 役 、 代 表 者 、 管 理 人 又 は こ れ ら に 準 ず る 者 と 同 等 以 上 の

支 配 力 を 有 す る も の と 認 め ら れ る 者 を 含 む 。 次 項 に お い て 同 じ

。 ） と な る こ と を 禁 止 す る こ と が で き る 。 （ 新 設 ）

４ 第 一 項 又 は 第 二 項 の 規 定 に よ る 禁 止 を す る 場 合 に お い て 、 経

済 産 業 大 臣 は 、 違 反 者 に 係 る 次 の 各 号 に 掲 げ る 場 合 の 区 分 に 応

じ 、 当 該 各 号 に 定 め る 者 が 当 該 禁 止 の 理 由 と な つ た 事 実 及 び 当
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該 事 実 に 関 し て そ の 者 が 有 し て い た 責 任 の 程 度 を 考 慮 し て 当 該

禁 止 の 実 効 性 を 確 保 す る た め に そ の 者 に よ る 当 該 禁 止 に 係 る 業

務 を 制 限 す る こ と が 相 当 と 認 め ら れ る 者 と し て 経 済 産 業 省 令 で

定 め る 者 に 該 当 す る と き は 、 そ の 者 に 対 し て 、 当 該 禁 止 に 係 る

期 間 と 同 一 の 期 間 を 定 め て 、 当 該 禁 止 に 係 る 範 囲 の 業 務 を 新 た

に 開 始 す る こ と （ 当 該 業 務 を 営 む 法 人 の 当 該 業 務 を 担 当 す る 役

員 と な る こ と を 含 む 。 ） を 禁 止 す る こ と が で き る 。

一 当 該 違 反 者 が 法 人 で あ る 場 合 そ の 役 員 及 び 当 該 禁 止 に 係

る 処 分 の 日 前 六 十 日 以 内 に お い て そ の 役 員 で あ つ た 者 並 び に

そ の 営 業 所 の 業 務 を 統 括 す る 者 そ の 他 の 政 令 で 定 め る 使 用 人

（ 以 下 こ の 号 及 び 次 号 に お い て 単 に 「 使 用 人 」 と い う 。 ） 及

び 当 該 禁 止 の 日 前 六 十 日 以 内 に お い て そ の 使 用 人 で あ つ た 者

二 当 該 違 反 者 が 個 人 で あ る 場 合 そ の 使 用 人 及 び 当 該 禁 止 に

係 る 処 分 の 日 前 六 十 日 以 内 に お い て そ の 使 用 人 で あ つ た 者

（ 外 国 為 替 業 務 に 関 す る 事 項 の 報 告 ） （ 外 国 為 替 業 務 に 関 す る 事 項 の 報 告 ）

第 五 十 五 条 の 七 財 務 大 臣 は 、 こ の 法 律 の 目 的 を 達 成 す る た め 必 第 五 十 五 条 の 七 財 務 大 臣 は 、 こ の 法 律 の 目 的 を 達 成 す る た め 必

要 な 限 度 に お い て 、 政 令 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 外 国 為 替 業 務 要 な 限 度 に お い て 、 政 令 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 外 国 為 替 業 務

（ 外 国 為 替 取 引 そ の 他 の 取 引 又 は 行 為 で あ つ て 我 が 国 の 国 際 収 （ 外 国 為 替 取 引 そ の 他 の 取 引 又 は 行 為 で あ つ て 我 が 国 の 国 際 収

支 又 は 対 外 の 貸 借 の 動 向 と 密 接 に 関 連 す る も の と し て 政 令 で 定 支 又 は 対 外 の 貸 借 の 動 向 と 密 接 に 関 連 す る も の と し て 政 令 で 定

め る も の の い ず れ か を 業 と し て 行 う こ と を い う 。 ） を 行 う 者 の め る も の の い ず れ か を 業 と し て 行 う こ と を い う 。 第 六 十 八 条 第

う ち 相 当 規 模 の も の を 行 う 者 と し て 政 令 で 定 め る も の に 対 し 、 一 項 に お い て 同 じ 。 ） を 行 う 者 の う ち 相 当 規 模 の も の を 行 う 者

当 該 外 国 為 替 業 務 に 関 す る 事 項 （ 第 五 十 五 条 の 三 の 規 定 に よ る と し て 政 令 で 定 め る も の に 対 し 、 当 該 外 国 為 替 業 務 に 関 す る 事

報 告 の 対 象 と な る 事 項 を 除 く 。 ） に つ い て の 報 告 を 求 め る こ と 項 （ 第 五 十 五 条 の 三 の 規 定 に よ る 報 告 の 対 象 と な る 事 項 を 除 く

が で き る 。 。 ） に つ い て の 報 告 を 求 め る こ と が で き る 。
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（ 立 入 検 査 ） （ 立 入 検 査 ）

第 六 十 八 条 主 務 大 臣 は 、 こ の 法 律 の 施 行 に 必 要 な 限 度 に お い て 第 六 十 八 条 主 務 大 臣 は 、 こ の 法 律 の 施 行 に 必 要 な 限 度 に お い て

、 当 該 職 員 を し て 、 こ の 法 律 の 適 用 を 受 け る 取 引 、 行 為 若 し く 、 当 該 職 員 を し て 、 外 国 為 替 業 務 を 行 う 者 そ の 他 こ の 法 律 の 適

は 支 払 等 を 行 つ た 者 又 は そ の 関 係 者 の 営 業 所 、 事 務 所 、 工 場 そ 用 を 受 け る 取 引 又 は 行 為 を 業 と し て 行 う 者 の 営 業 所 、 事 務 所 、

の 他 の 施 設 に 立 ち 入 り 、 帳 簿 書 類 そ の 他 の 物 件 を 検 査 さ せ 、 又 工 場 そ の 他 の 施 設 に 立 ち 入 り 、 帳 簿 書 類 そ の 他 の 物 件 を 検 査 さ

は 関 係 人 に 質 問 さ せ る こ と が で き る 。 せ 、 又 は 関 係 人 に 質 問 さ せ る こ と が で き る 。

２ 前 項 の 規 定 に よ り 当 該 職 員 が 立 ち 入 る と き は 、 そ の 身 分 を 示 ２ 前 項 の 規 定 に よ り 当 該 職 員 が 立 ち 入 る と き は 、 そ の 身 分 を 示

す 証 票 を 携 帯 し 、 関 係 人 に 提 示 し な け れ ば な ら な い 。 す 証 票 を 携 帯 し 、 関 係 人 に 呈 示 し な け れ ば な ら な い 。

３ （ 略 ） ３ （ 略 ）

（ 主 務 大 臣 等 ） （ 主 務 大 臣 等 ）

第 六 十 九 条 の 三 （ 略 ） 第 六 十 九 条 の 三 （ 略 ）

２ こ の 法 律 に お け る 事 業 所 管 大 臣 は 、 別 段 の 定 め が あ る 場 合 を ２ こ の 法 律 に お け る 事 業 所 管 大 臣 は 、 別 段 の 定 め が あ る 場 合 を

除 き 、 対 内 直 接 投 資 等 、 特 定 取 得 又 は 技 術 導 入 契 約 の 締 結 等 に 除 き 、 対 内 直 接 投 資 等 又 は 技 術 導 入 契 約 の 締 結 等 に 係 る 事 業 の

係 る 事 業 の 所 管 大 臣 と し て 、 政 令 で 定 め る 。 所 管 大 臣 と し て 、 政 令 で 定 め る 。

第 六 十 九 条 の 六 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 者 は 、 七 年 以 下 第 六 十 九 条 の 六 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 者 は 、 七 年 以 下

の 懲 役 若 し く は 二 千 万 円 以 下 の 罰 金 に 処 し 、 又 は こ れ を 併 科 す の 懲 役 若 し く は 七 百 万 円 以 下 の 罰 金 に 処 し 、 又 は こ れ を 併 科 す

る 。 た だ し 、 当 該 違 反 行 為 の 目 的 物 の 価 格 の 五 倍 が 二 千 万 円 を る 。 た だ し 、 当 該 違 反 行 為 の 目 的 物 の 価 格 の 五 倍 が 七 百 万 円 を

超 え る と き は 、 罰 金 は 、 当 該 価 格 の 五 倍 以 下 と す る 。 超 え る と き は 、 罰 金 は 、 当 該 価 格 の 五 倍 以 下 と す る 。

一 ・ 二 （ 略 ） 一 ・ 二 （ 略 ）

２ 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 者 は 、 十 年 以 下 の 懲 役 若 し く ２ 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 者 は 、 十 年 以 下 の 懲 役 若 し く

は 三 千 万 円 以 下 の 罰 金 に 処 し 、 又 は こ れ を 併 科 す る 。 た だ し 、 は 千 万 円 以 下 の 罰 金 に 処 し 、 又 は こ れ を 併 科 す る 。 た だ し 、 当

当 該 違 反 行 為 の 目 的 物 の 価 格 の 五 倍 が 三 千 万 円 を 超 え る と き は 該 違 反 行 為 の 目 的 物 の 価 格 の 五 倍 が 千 万 円 を 超 え る と き は 、 罰

、 罰 金 は 、 当 該 価 格 の 五 倍 以 下 と す る 。 金 は 、 当 該 価 格 の 五 倍 以 下 と す る 。

一 ・ 二 （ 略 ） 一 ・ 二 （ 略 ）

-
1
0

-

３ （ 略 ） ３ （ 略 ）

第 六 十 九 条 の 七 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 者 は 、 五 年 以 下 第 六 十 九 条 の 七 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 者 は 、 五 年 以 下

の 懲 役 若 し く は 千 万 円 以 下 の 罰 金 に 処 し 、 又 は こ れ を 併 科 す る の 懲 役 若 し く は 五 百 万 円 以 下 の 罰 金 に 処 し 、 又 は こ れ を 併 科 す

。 た だ し 、 当 該 違 反 行 為 の 目 的 物 の 価 格 の 五 倍 が 千 万 円 を 超 え る 。 た だ し 、 当 該 違 反 行 為 の 目 的 物 の 価 格 の 五 倍 が 五 百 万 円 を

る と き は 、 罰 金 は 、 当 該 価 格 の 五 倍 以 下 と す る 。 超 え る と き は 、 罰 金 は 、 当 該 価 格 の 五 倍 以 下 と す る 。

一 ～ 五 （ 略 ） 一 ～ 五 （ 略 ）

２ （ 略 ） ２ （ 略 ）

第 七 十 条 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 者 は 、 三 年 以 下 の 懲 役 第 七 十 条 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 者 は 、 三 年 以 下 の 懲 役

若 し く は 百 万 円 以 下 の 罰 金 に 処 し 、 又 は こ れ を 併 科 す る 。 た だ 若 し く は 百 万 円 以 下 の 罰 金 に 処 し 、 又 は こ れ を 併 科 す る 。 た だ

し 、 当 該 違 反 行 為 の 目 的 物 の 価 格 の 三 倍 が 百 万 円 を 超 え る と き し 、 当 該 違 反 行 為 の 目 的 物 の 価 格 の 三 倍 が 百 万 円 を 超 え る と き

は 、 罰 金 は 、 当 該 価 格 の 三 倍 以 下 と す る 。 は 、 罰 金 は 、 当 該 価 格 の 三 倍 以 下 と す る 。

一 ～ 二 十 一 （ 略 ） 一 ～ 二 十 一 （ 略 ）

二 十 二 第 二 十 七 条 第 一 項 又 は 第 二 十 八 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 二 十 二 第 二 十 七 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 届 出 を せ ず 、 又 は 虚 偽

届 出 を せ ず 、 又 は 虚 偽 の 届 出 を し て 、 対 内 直 接 投 資 等 又 は 特 の 届 出 を し て 、 対 内 直 接 投 資 等 を し た 者 （ 同 条 第 十 三 項 の 規

定 取 得 を し た 者 （ 第 二 十 七 条 第 十 三 項 又 は 第 二 十 八 条 第 八 項 定 に よ り 外 国 投 資 家 と み な さ れ る 者 を 含 む 。 ）

の 規 定 に よ り 外 国 投 資 家 と み な さ れ る 者 を 含 む 。 ）

二 十 三 第 二 十 七 条 第 二 項 又 は 第 二 十 八 条 第 二 項 の 規 定 に 違 反 二 十 三 第 二 十 七 条 第 二 項 の 規 定 に 違 反 し て 、 同 項 に 規 定 す る

し て 、 第 二 十 九 条 第 五 項 に 規 定 す る 禁 止 期 間 中 に 対 内 直 接 投 期 間 （ 同 条 第 三 項 若 し く は 第 六 項 の 規 定 に よ り 延 長 さ れ 、 又

資 等 又 は 特 定 取 得 を し た 者 （ 第 二 十 七 条 第 十 三 項 又 は 第 二 十 は 同 条 第 四 項 の 規 定 に よ り 短 縮 さ れ た 場 合 に は 、 当 該 延 長 さ

八 条 第 八 項 の 規 定 に よ り 外 国 投 資 家 と み な さ れ る 者 を 含 む 。 れ 、 又 は 短 縮 さ れ た 期 間 ） 中 に 対 内 直 接 投 資 等 を し た 者 （ 同

） 条 第 十 三 項 の 規 定 に よ り 外 国 投 資 家 と み な さ れ る 者 を 含 む 。

）

二 十 四 第 二 十 七 条 第 八 項 （ 第 二 十 八 条 第 七 項 に お い て 準 用 す 二 十 四 第 二 十 七 条 第 八 項 の 規 定 に 違 反 し て 対 内 直 接 投 資 等 を

る 場 合 を 含 む 。 ） の 規 定 に 違 反 し て 対 内 直 接 投 資 等 又 は 特 定 し た 者 （ 同 条 第 十 三 項 の 規 定 に よ り 外 国 投 資 家 と み な さ れ る
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-
9

-

（ 立 入 検 査 ） （ 立 入 検 査 ）

第 六 十 八 条 主 務 大 臣 は 、 こ の 法 律 の 施 行 に 必 要 な 限 度 に お い て 第 六 十 八 条 主 務 大 臣 は 、 こ の 法 律 の 施 行 に 必 要 な 限 度 に お い て

、 当 該 職 員 を し て 、 こ の 法 律 の 適 用 を 受 け る 取 引 、 行 為 若 し く 、 当 該 職 員 を し て 、 外 国 為 替 業 務 を 行 う 者 そ の 他 こ の 法 律 の 適

は 支 払 等 を 行 つ た 者 又 は そ の 関 係 者 の 営 業 所 、 事 務 所 、 工 場 そ 用 を 受 け る 取 引 又 は 行 為 を 業 と し て 行 う 者 の 営 業 所 、 事 務 所 、

の 他 の 施 設 に 立 ち 入 り 、 帳 簿 書 類 そ の 他 の 物 件 を 検 査 さ せ 、 又 工 場 そ の 他 の 施 設 に 立 ち 入 り 、 帳 簿 書 類 そ の 他 の 物 件 を 検 査 さ

は 関 係 人 に 質 問 さ せ る こ と が で き る 。 せ 、 又 は 関 係 人 に 質 問 さ せ る こ と が で き る 。

２ 前 項 の 規 定 に よ り 当 該 職 員 が 立 ち 入 る と き は 、 そ の 身 分 を 示 ２ 前 項 の 規 定 に よ り 当 該 職 員 が 立 ち 入 る と き は 、 そ の 身 分 を 示

す 証 票 を 携 帯 し 、 関 係 人 に 提 示 し な け れ ば な ら な い 。 す 証 票 を 携 帯 し 、 関 係 人 に 呈 示 し な け れ ば な ら な い 。

３ （ 略 ） ３ （ 略 ）

（ 主 務 大 臣 等 ） （ 主 務 大 臣 等 ）

第 六 十 九 条 の 三 （ 略 ） 第 六 十 九 条 の 三 （ 略 ）

２ こ の 法 律 に お け る 事 業 所 管 大 臣 は 、 別 段 の 定 め が あ る 場 合 を ２ こ の 法 律 に お け る 事 業 所 管 大 臣 は 、 別 段 の 定 め が あ る 場 合 を

除 き 、 対 内 直 接 投 資 等 、 特 定 取 得 又 は 技 術 導 入 契 約 の 締 結 等 に 除 き 、 対 内 直 接 投 資 等 又 は 技 術 導 入 契 約 の 締 結 等 に 係 る 事 業 の

係 る 事 業 の 所 管 大 臣 と し て 、 政 令 で 定 め る 。 所 管 大 臣 と し て 、 政 令 で 定 め る 。

第 六 十 九 条 の 六 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 者 は 、 七 年 以 下 第 六 十 九 条 の 六 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 者 は 、 七 年 以 下

の 懲 役 若 し く は 二 千 万 円 以 下 の 罰 金 に 処 し 、 又 は こ れ を 併 科 す の 懲 役 若 し く は 七 百 万 円 以 下 の 罰 金 に 処 し 、 又 は こ れ を 併 科 す

る 。 た だ し 、 当 該 違 反 行 為 の 目 的 物 の 価 格 の 五 倍 が 二 千 万 円 を る 。 た だ し 、 当 該 違 反 行 為 の 目 的 物 の 価 格 の 五 倍 が 七 百 万 円 を

超 え る と き は 、 罰 金 は 、 当 該 価 格 の 五 倍 以 下 と す る 。 超 え る と き は 、 罰 金 は 、 当 該 価 格 の 五 倍 以 下 と す る 。

一 ・ 二 （ 略 ） 一 ・ 二 （ 略 ）

２ 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 者 は 、 十 年 以 下 の 懲 役 若 し く ２ 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 者 は 、 十 年 以 下 の 懲 役 若 し く

は 三 千 万 円 以 下 の 罰 金 に 処 し 、 又 は こ れ を 併 科 す る 。 た だ し 、 は 千 万 円 以 下 の 罰 金 に 処 し 、 又 は こ れ を 併 科 す る 。 た だ し 、 当

当 該 違 反 行 為 の 目 的 物 の 価 格 の 五 倍 が 三 千 万 円 を 超 え る と き は 該 違 反 行 為 の 目 的 物 の 価 格 の 五 倍 が 千 万 円 を 超 え る と き は 、 罰

、 罰 金 は 、 当 該 価 格 の 五 倍 以 下 と す る 。 金 は 、 当 該 価 格 の 五 倍 以 下 と す る 。

一 ・ 二 （ 略 ） 一 ・ 二 （ 略 ）

-
1
0

-

３ （ 略 ） ３ （ 略 ）

第 六 十 九 条 の 七 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 者 は 、 五 年 以 下 第 六 十 九 条 の 七 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 者 は 、 五 年 以 下

の 懲 役 若 し く は 千 万 円 以 下 の 罰 金 に 処 し 、 又 は こ れ を 併 科 す る の 懲 役 若 し く は 五 百 万 円 以 下 の 罰 金 に 処 し 、 又 は こ れ を 併 科 す

。 た だ し 、 当 該 違 反 行 為 の 目 的 物 の 価 格 の 五 倍 が 千 万 円 を 超 え る 。 た だ し 、 当 該 違 反 行 為 の 目 的 物 の 価 格 の 五 倍 が 五 百 万 円 を

る と き は 、 罰 金 は 、 当 該 価 格 の 五 倍 以 下 と す る 。 超 え る と き は 、 罰 金 は 、 当 該 価 格 の 五 倍 以 下 と す る 。

一 ～ 五 （ 略 ） 一 ～ 五 （ 略 ）

２ （ 略 ） ２ （ 略 ）

第 七 十 条 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 者 は 、 三 年 以 下 の 懲 役 第 七 十 条 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 者 は 、 三 年 以 下 の 懲 役

若 し く は 百 万 円 以 下 の 罰 金 に 処 し 、 又 は こ れ を 併 科 す る 。 た だ 若 し く は 百 万 円 以 下 の 罰 金 に 処 し 、 又 は こ れ を 併 科 す る 。 た だ

し 、 当 該 違 反 行 為 の 目 的 物 の 価 格 の 三 倍 が 百 万 円 を 超 え る と き し 、 当 該 違 反 行 為 の 目 的 物 の 価 格 の 三 倍 が 百 万 円 を 超 え る と き

は 、 罰 金 は 、 当 該 価 格 の 三 倍 以 下 と す る 。 は 、 罰 金 は 、 当 該 価 格 の 三 倍 以 下 と す る 。

一 ～ 二 十 一 （ 略 ） 一 ～ 二 十 一 （ 略 ）

二 十 二 第 二 十 七 条 第 一 項 又 は 第 二 十 八 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 二 十 二 第 二 十 七 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 届 出 を せ ず 、 又 は 虚 偽

届 出 を せ ず 、 又 は 虚 偽 の 届 出 を し て 、 対 内 直 接 投 資 等 又 は 特 の 届 出 を し て 、 対 内 直 接 投 資 等 を し た 者 （ 同 条 第 十 三 項 の 規

定 取 得 を し た 者 （ 第 二 十 七 条 第 十 三 項 又 は 第 二 十 八 条 第 八 項 定 に よ り 外 国 投 資 家 と み な さ れ る 者 を 含 む 。 ）

の 規 定 に よ り 外 国 投 資 家 と み な さ れ る 者 を 含 む 。 ）

二 十 三 第 二 十 七 条 第 二 項 又 は 第 二 十 八 条 第 二 項 の 規 定 に 違 反 二 十 三 第 二 十 七 条 第 二 項 の 規 定 に 違 反 し て 、 同 項 に 規 定 す る

し て 、 第 二 十 九 条 第 五 項 に 規 定 す る 禁 止 期 間 中 に 対 内 直 接 投 期 間 （ 同 条 第 三 項 若 し く は 第 六 項 の 規 定 に よ り 延 長 さ れ 、 又

資 等 又 は 特 定 取 得 を し た 者 （ 第 二 十 七 条 第 十 三 項 又 は 第 二 十 は 同 条 第 四 項 の 規 定 に よ り 短 縮 さ れ た 場 合 に は 、 当 該 延 長 さ

八 条 第 八 項 の 規 定 に よ り 外 国 投 資 家 と み な さ れ る 者 を 含 む 。 れ 、 又 は 短 縮 さ れ た 期 間 ） 中 に 対 内 直 接 投 資 等 を し た 者 （ 同

） 条 第 十 三 項 の 規 定 に よ り 外 国 投 資 家 と み な さ れ る 者 を 含 む 。

）

二 十 四 第 二 十 七 条 第 八 項 （ 第 二 十 八 条 第 七 項 に お い て 準 用 す 二 十 四 第 二 十 七 条 第 八 項 の 規 定 に 違 反 し て 対 内 直 接 投 資 等 を

る 場 合 を 含 む 。 ） の 規 定 に 違 反 し て 対 内 直 接 投 資 等 又 は 特 定 し た 者 （ 同 条 第 十 三 項 の 規 定 に よ り 外 国 投 資 家 と み な さ れ る
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-
1
1

-

取 得 を し た 者 （ 第 二 十 七 条 第 十 三 項 又 は 第 二 十 八 条 第 八 項 の 者 を 含 む 。 ）

規 定 に よ り 外 国 投 資 家 と み な さ れ る 者 を 含 む 。 ）

二 十 五 第 二 十 七 条 第 十 項 （ 第 二 十 八 条 第 七 項 に お い て 準 用 す 二 十 五 第 二 十 七 条 第 十 項 の 規 定 に よ る 変 更 又 は 中 止 の 命 令 に

る 場 合 を 含 む 。 ） の 規 定 に よ る 変 更 又 は 中 止 の 命 令 に 違 反 し 違 反 し て 対 内 直 接 投 資 等 を し た 者 （ 同 条 第 十 三 項 の 規 定 に よ

て 対 内 直 接 投 資 等 又 は 特 定 取 得 を し た 者 （ 第 二 十 七 条 第 十 三 り 外 国 投 資 家 と み な さ れ る 者 を 含 む 。 ）

項 又 は 第 二 十 八 条 第 八 項 の 規 定 に よ り 外 国 投 資 家 と み な さ れ

る 者 を 含 む 。 ）

二 十 六 第 二 十 九 条 第 一 項 か ら 第 四 項 ま で の 規 定 に よ る 命 令 に （ 新 設 ）

違 反 し た 者 （ 第 二 十 七 条 第 十 三 項 又 は 第 二 十 八 条 第 八 項 の 規

定 に よ り 外 国 投 資 家 と み な さ れ る 者 を 含 む 。 ）

二 十 七 ～ 三 十 三 （ 略 ） 二 十 六 ～ 三 十 二 （ 略 ）

三 十 四 第 五 十 三 条 第 三 項 又 は 第 四 項 の 規 定 に よ る 命 令 に 違 反 （ 新 設 ）

し た 者

三 十 五 第 六 十 七 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 付 し た 第 二 十 五 条 第 一 （ 新 設 ）

項 若 し く は 第 四 項 又 は 第 四 十 八 条 第 一 項 の 許 可 の 条 件 に 違 反

し た 者

三 十 六 （ 略 ） 三 十 三 （ 略 ）

２ （ 略 ） ２ （ 略 ）

第 七 十 二 条 法 人 （ 第 二 十 六 条 第 一 項 第 二 号 及 び 第 四 号 、 第 二 十 第 七 十 二 条 法 人 （ 第 二 十 六 条 第 一 項 第 二 号 及 び 第 四 号 、 第 二 十

七 条 第 十 三 項 、 第 二 十 八 条 第 八 項 並 び に 第 五 十 五 条 の 五 第 二 項 七 条 第 十 三 項 並 び に 第 五 十 五 条 の 五 第 二 項 に 規 定 す る 団 体 に 該

に 規 定 す る 団 体 に 該 当 す る も の を 含 む 。 以 下 こ の 項 に お い て 同 当 す る も の を 含 む 。 以 下 こ の 項 に お い て 同 じ 。 ） の 代 表 者 又 は

じ 。 ） の 代 表 者 又 は 法 人 若 し く は 人 の 代 理 人 、 使 用 人 そ の 他 の 法 人 若 し く は 人 の 代 理 人 、 使 用 人 そ の 他 の 従 業 者 が 、 そ の 法 人

従 業 者 が 、 そ の 法 人 又 は 人 の 業 務 又 は 財 産 に 関 し 、 次 の 各 号 に 又 は 人 の 業 務 又 は 財 産 に 関 し 、 第 六 十 九 条 の 六 か ら 前 条 ま で （

掲 げ る 規 定 の 違 反 行 為 を し た と き は 、 行 為 者 を 罰 す る ほ か 、 そ 第 七 十 条 の 二 を 除 く 。 ） の 違 反 行 為 を し た と き は 、 行 為 者 を 罰

の 法 人 に 対 し て 当 該 各 号 に 定 め る 罰 金 刑 を 、 そ の 人 に 対 し て 各 す る ほ か 、 そ の 法 人 又 は 人 に 対 し て 各 本 条 の 罰 金 刑 を 科 す る 。

-
1
2

-

本 条 の 罰 金 刑 を 科 す る 。

一 第 六 十 九 条 の 六 第 二 項 十 億 円 以 下 （ 当 該 違 反 行 為 の 目 的 （ 新 設 ）

物 の 価 格 の 五 倍 が 十 億 円 を 超 え る と き は 、 当 該 価 格 の 五 倍 以

下 ） の 罰 金 刑

二 第 六 十 九 条 の 六 第 一 項 七 億 円 以 下 （ 当 該 違 反 行 為 の 目 的 （ 新 設 ）

物 の 価 格 の 五 倍 が 七 億 円 を 超 え る と き は 、 当 該 価 格 の 五 倍 以

下 ） の 罰 金 刑

三 第 六 十 九 条 の 七 五 億 円 以 下 （ 当 該 違 反 行 為 の 目 的 物 の 価 （ 新 設 ）

格 の 五 倍 が 五 億 円 を 超 え る と き は 、 当 該 価 格 の 五 倍 以 下 ） の

罰 金 刑

四 第 七 十 条 の 二 三 億 円 以 下 の 罰 金 刑 （ 新 設 ）

五 第 七 十 条 又 は 前 二 条 各 本 条 の 罰 金 刑 （ 新 設 ）

（ 削 る ） ２ 法 人 の 代 表 者 又 は 法 人 若 し く は 人 の 代 理 人 、 使 用 人 そ の 他 の

従 業 者 が 、 そ の 法 人 又 は 人 の 業 務 に 関 し 、 第 七 十 条 の 二 の 違 反

行 為 を し た と き は 、 そ の 行 為 者 を 罰 す る ほ か 、 そ の 法 人 に 対 し

て 三 億 円 以 下 の 罰 金 刑 を 、 そ の 人 に 対 し て 同 条 の 罰 金 刑 を 科 す

る 。

２ 前 項 の 規 定 に よ り 第 六 十 九 条 の 六 又 は 第 六 十 九 条 の 七 の 違 反 ３ 第 一 項 の 規 定 に よ り 第 六 十 九 条 の 六 又 は 第 六 十 九 条 の 七 の 違

行 為 に つ き 法 人 又 は 人 に 罰 金 刑 を 科 す る 場 合 に お け る 時 効 の 期 反 行 為 に つ き 法 人 又 は 人 に 罰 金 刑 を 科 す る 場 合 に お け る 時 効 の

間 は 、 各 本 条 の 罪 に つ い て の 時 効 の 期 間 に よ る 。 期 間 は 、 各 本 条 の 罪 に つ い て の 時 効 の 期 間 に よ る 。

３ 第 二 十 六 条 第 一 項 第 二 号 及 び 第 四 号 、 第 二 十 七 条 第 十 三 項 、 ４ 第 二 十 六 条 第 一 項 第 二 号 及 び 第 四 号 、 第 二 十 七 条 第 十 三 項 並

第 二 十 八 条 第 八 項 並 び に 第 五 十 五 条 の 五 第 二 項 に 規 定 す る 団 体 び に 第 五 十 五 条 の 五 第 二 項 に 規 定 す る 団 体 に 該 当 す る も の を 処

に 該 当 す る も の を 処 罰 す る 場 合 に お い て は 、 そ の 代 表 者 又 は 管 罰 す る 場 合 に お い て は 、 そ の 代 表 者 又 は 管 理 人 が そ の 訴 訟 行 為

理 人 が そ の 訴 訟 行 為 に つ き そ の 団 体 を 代 表 す る ほ か 、 法 人 を 被 に つ き そ の 団 体 を 代 表 す る ほ か 、 法 人 を 被 告 人 と す る 場 合 の 刑

告 人 と す る 場 合 の 刑 事 訴 訟 に 関 す る 法 律 の 規 定 を 準 用 す る 。 事 訴 訟 に 関 す る 法 律 の 規 定 を 準 用 す る 。

-
1
3

-

第 七 十 三 条 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 者 は 、 十 万 円 以 下 の 第 七 十 三 条 次 の 各 号 の 一 に 該 当 す る 者 は 、 十 万 円 以 下 の 過 料 に

過 料 に 処 す る 。 た だ し 、 そ の 行 為 に つ い て 刑 を 科 す べ き と き は 処 す る 。

、 こ の 限 り で な い 。

一 ・ 二 （ 略 ） 一 ・ 二 （ 略 ）
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-
1
3

-

第 七 十 三 条 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 者 は 、 十 万 円 以 下 の 第 七 十 三 条 次 の 各 号 の 一 に 該 当 す る 者 は 、 十 万 円 以 下 の 過 料 に

過 料 に 処 す る 。 た だ し 、 そ の 行 為 に つ い て 刑 を 科 す べ き と き は 処 す る 。

、 こ の 限 り で な い 。

一 ・ 二 （ 略 ） 一 ・ 二 （ 略 ）
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-
1
4

-

○ 財 務 省 設 置 法 （ 平 成 十 一 年 法 律 第 九 十 五 号 ） 【 附 則 第 五 条 関 係 】 （ 傍 線 部 分 は 改 正 部 分 ）

改 正 案 現 行

（ 所 掌 事 務 ） （ 所 掌 事 務 ）

第 四 条 財 務 省 は 、 前 条 第 一 項 の 任 務 を 達 成 す る た め 、 次 に 掲 げ 第 四 条 財 務 省 は 、 前 条 第 一 項 の 任 務 を 達 成 す る た め 、 次 に 掲 げ

る 事 務 を つ か さ ど る 。 る 事 務 を つ か さ ど る 。

一 ～ 五 十 二 （ 略 ） 一 ～ 五 十 二 （ 略 ）

五 十 三 外 国 為 替 及 び 外 国 貿 易 法 （ 昭 和 二 十 四 年 法 律 第 二 百 二 五 十 三 外 国 為 替 及 び 外 国 貿 易 法 （ 昭 和 二 十 四 年 法 律 第 二 百 二

十 八 号 ） 第 三 十 条 第 一 項 に 規 定 す る 技 術 導 入 契 約 の 締 結 等 並 十 八 号 ） 第 三 十 条 第 一 項 に 規 定 す る 技 術 導 入 契 約 の 締 結 等 及

び に 外 国 投 資 家 に よ る 同 法 第 二 十 六 条 第 二 項 に 規 定 す る 対 内 び 外 国 投 資 家 に よ る 同 法 第 二 十 六 条 第 二 項 に 規 定 す る 対 内 直

直 接 投 資 等 （ 第 八 条 第 一 項 第 二 号 に お い て 「 対 内 直 接 投 資 等 接 投 資 等 （ 第 八 条 第 一 項 第 二 号 に お い て 「 対 内 直 接 投 資 等 」

」 と い う 。 ） 及 び 同 法 第 二 十 六 条 第 三 項 に 規 定 す る 特 定 取 得 と い う 。 ） の 管 理 及 び 調 整 に 関 す る こ と 。

（ 同 号 に お い て 「 特 定 取 得 」 と い う 。 ） の 管 理 及 び 調 整 に 関

す る こ と 。

五 十 四 ～ 六 十 五 （ 略 ） 五 十 四 ～ 六 十 五 （ 略 ）

２ （ 略 ） ２ （ 略 ）

（ 関 税 ・ 外 国 為 替 等 審 議 会 ） （ 関 税 ・ 外 国 為 替 等 審 議 会 ）

第 八 条 関 税 ・ 外 国 為 替 等 審 議 会 は 、 次 に 掲 げ る 事 務 を つ か さ ど 第 八 条 関 税 ・ 外 国 為 替 等 審 議 会 は 、 次 に 掲 げ る 事 務 を つ か さ ど

る 。 る 。

一 （ 略 ） 一 （ 略 ）

二 財 務 大 臣 若 し く は 経 済 産 業 大 臣 又 は 財 務 大 臣 及 び 事 業 所 管 二 財 務 大 臣 若 し く は 経 済 産 業 大 臣 又 は 財 務 大 臣 及 び 事 業 所 管

大 臣 の 諮 問 に 応 じ て 外 国 為 替 又 は 対 内 直 接 投 資 等 、 特 定 取 得 大 臣 の 諮 問 に 応 じ て 外 国 為 替 又 は 対 内 直 接 投 資 等 若 し く は 技

若 し く は 技 術 導 入 契 約 （ 非 居 住 者 が 行 う 工 業 所 有 権 そ の 他 の 術 導 入 契 約 （ 非 居 住 者 が 行 う 工 業 所 有 権 そ の 他 の 技 術 に 関 す

技 術 に 関 す る 権 利 の 譲 渡 、 こ れ ら に 関 す る 使 用 権 の 設 定 又 は る 権 利 の 譲 渡 、 こ れ ら に 関 す る 使 用 権 の 設 定 又 は 事 業 の 経 営

-
1
5

-

事 業 の 経 営 に 関 す る 技 術 の 指 導 に 係 る 契 約 を い う 。 ） に 関 す に 関 す る 技 術 の 指 導 に 係 る 契 約 を い う 。 ） に 関 す る 重 要 事 項

る 重 要 事 項 を 調 査 審 議 す る こ と 。 を 調 査 審 議 す る こ と 。

三 ・ 四 （ 略 ） 三 ・ 四 （ 略 ）

２ （ 略 ） ２ （ 略 ）
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